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2020.11
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「復活！なんちゃって鬼死骸停留所」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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近年、子どもたちの運動能力は低

下していると言われています。そこで、

鉄棒や平均台、マット運動など、「キッ

ズ体操体験会」を開催します！楽し

みながら運動習慣を付けるきっかけ

にしてみませんか？参加費無料です。

一関市社会福祉協議会では「食糧

支援事業」として、地域住民や団体、

企業から寄付された食品を、生活に

お困りの方や福祉施設等に無償で提

供する事業を展開しています(いわゆ

る「フードバンク」)。寄付したい食品は

一関市総合福祉センター玄関に設置

されているフードポストに入れるだけで、

手続き等は不要です。対象食品は下

記をご確認ください。

ＮＰＯ法人いちのせき子育てネット

がなのはなプラザ（一関市大町）１階

に開設する「おやこ広場」は、おおむ

ね３歳までの子どもとその家族が気

軽に遊べて、楽しく交流ができる場所

です。

Facebookで は、 イベ ント 情報 や

日々の様子などをお知らせしていく予

定です。ぜひ下記ＱＲを読み込み、

フォローをお願いします♪

わが子の自立や就職に悩んでいる

保護者を対象に、全４回（既に２回の

講座は終了）の講座を開催していま

す。各回とも、前半が講師の先生に

よる講話、後半は講師の先生を囲ん

で、悩みや不安を共有し合います。

詳しくは下記までお問合せください。

馬の堆肥を家庭菜園等で使って

みませんか。おがくず堆肥なので、匂

いも少なく、扱いも容易です。牧場ま

で取りに来てくださる方には無料でさ

しあげています。市内であれば軽ト

ラック１台３,０００円で運搬の対応も

可能です。完熟堆肥ではありません

ので、必要に応じて熟成させてくださ

い。

蓬莱山のヨモギ関連商品

販売中！

情報

運動習慣を付けるきっかけに！

キッズ体操体験会

イベ

ント
「食料支援事業」

展開中

情報

情報
馬の堆肥

さしあげます

譲り

ます

商品概要商品概要商品概要商品概要：

①「蓬莱山のよもぎうどん」

180ｇ２人前 350円（税込）

②「よもぎ茶」 1.5ｇ×７包 540円（税込）

③「よもぎパウダー」 25ｇ 500円（税込）

問合問合問合問合：０９０-７５２６-２８５６（佐藤）

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 55881 -37 24279 +5

花泉 12643 -11 4729 +2

川崎 3489 -7 1292 -2

千厩 10422 0 4109 +5

大東 12800 -18 4993 +3

東山 6342 +4 2313 +5

室根 4729 -12 1794 -3

藤沢 7571 -15 2817 -2

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 113877 -96

世帯数 46326 +13

出生数 41 -24

2020年10101010月月月月１１１１日日日日付

(2020年９月30日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

「おやこ広場」

Facebook開設！

開催日開催日開催日開催日：２０２０年１１月２８日（土）

１０時～１２時

場所場所場所場所：東山中学校第２体育館

（東山町長坂字北山谷４６）

対象対象対象対象：幼児～小学３年生

定員定員定員定員：３０名（当日参加可）

主催主催主催主催：ＮＰＯ法人グッジョブクラブ／

公益財団法人岩手県体育協会

申込申込申込申込＆＆＆＆問合問合問合問合：０９０-９７４９-０９２９

✉ hagita2@r6.dion.ne.jp（萩田）

情報

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４０１

（おやこ広場）

※月～金曜１０～１６時

本誌団体紹介ページに登場した

「H28レディース『蓬莱の郷』地域活

性化隊」では、大東町・蓬莱山で採

れるヨモギを活用した「よもぎうどん」

「よもぎ茶」等を販売しています。ヨモ

ギは整腸作用や冷え性の改善にも効

果があるとされており、これからの季

節にぜひお試しください。道の駅のほ

か、一部商品はインターネット通販で

もお買い求めいただけます。

地域若者サポートステーション事業

「いちサポ保護者のつどい」

講座

寄付寄付寄付寄付対象食品対象食品対象食品対象食品：

未開封で常温保存可能な賞味期限

３か月以上の食品

（例：缶詰、レトルト食品、飲料、お菓子等）

問合問合問合問合：０１９１-２３-６０２０

（一関市社会福祉協議会）

日時日時日時日時：第３回 ２０２０年１１月７日（土）

第４回 ２０２１年２月６日（土）

どちらも１３時３０分～１６時００分

場所場所場所場所：なのはなプラザ内会議室

対象対象対象対象：わが子の自立や就職に悩む保護者

定員定員定員定員：各１０名（先着順）

参加料参加料参加料参加料：無料

問合問合問合問合＆＆＆＆申込申込申込申込：０１９１-４８-４４６７

（いちのせき若者サポートステーション）

場所場所場所場所：佐々木牧場

（一関市中里字大平山23-76）

※「山桜桃の湯」さん近く

問合問合問合問合：０１９１-４８-４４６１/

０８０-１８４１-１８００（佐々木）

１｜二言三言｜ なのはな健康長寿シニアーズ 伊藤明さん

３｜団体紹介｜ H28レディース「蓬莱の郷」活性化隊

５｜地域紹介｜ 第37区自治会 （藤沢）

７｜企業紹介｜ 株式会社及川左官 （室根）

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴④

９｜センターの自由研究｜ 末裔調査ファイル№１ 「芦東山」

今月の表紙

大東町渋民にある「深芦」という屋号で呼ばれる家の庭。今から320年

前、この庭で遊んでいたかもしれないのが、岩淵幸七郎。後に改名し、日

本の近代刑法思想の先駆者となる人物です。今月の自由研究は、当市

が誇るこの偉人の「末裔」を調査しました。



第２の人生への切り替えが決め手第２の人生への切り替えが決め手第２の人生への切り替えが決め手第２の人生への切り替えが決め手

～肩書を捨てて踏み出そう～～肩書を捨てて踏み出そう～～肩書を捨てて踏み出そう～～肩書を捨てて踏み出そう～

地域の「気になる人」を対談でご紹介

なのはな健康長寿シニアーズ 代表 伊藤明さん ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹第７７回
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視

野

も

人

脈

も

広

が

り

ま

す

よ

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

男

性

は

特

に

そ

う

し

た

活

動

に

出

て

こ

な

い

と

い

う

声

を

耳

に

し

ま

す

が

、

や

は

り

少

な

い

で

す

か

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

20

～

30

人

の

集

ま

り

で

男

性

２

～

３

人

と

い

う

割

合

が

普

通

で

す

。

麻

雀

、

囲

碁

、

吹

き

矢

な

ど

は

比

較

的

男

性

も

多

い

よ

う

で

す

が

、

そ

れ

以

外

は

な

か

な

か

…
…

。

例

え

ば

「

健

康

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

」

な

ら

来

て

も

、

そ

こ

に

食

事

な

ど

を

抱

き

合

わ

せ

る

と

来

な

く

な

っ

た

り

。

現

職

の

頃

の

肩

書

な

ど

が

邪

魔

を

し

て

い

る

ん

じ

ゃ

な

い

で

し

ょ

う

か

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

れ

は

社

会

の

構

図

と

し

て

あ

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

ね

。

男

は

肩

書

を

い

つ

ま

で

も

ひ

き

ず

る

(

笑

)

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

私

も

最

後

は

局

長

で

し

た

が

、

地

元

で

終

わ

っ

た

わ

け

で

は

な

い

の

で

、

ス

パ

ッ

と

切

り

替

え

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

あ

る

意

味

で

ヨ

ソ

モ

ノ

で

す

か

ら

。

地

元

で

、

か

つ

、

あ

る

程

度

の

肩

書

で

終

わ

っ

た

人

は

切

り

替

え

が

難

し

い

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

民

間

企

業

で

縦

社

会

の

ボ

ス

だ

っ

た

人

と

か

、

役

場

職

員

と

か

は

出

て

来

に

く

い

か

も

し

れ

ま

せ

ん

ね

。

そ

う

す

る

と

定

年

退

職

前

か

ら

「

第

２

の

人

生

講

座

」

の

よ

う

な

も

の

が

必

要

な

の

か

も

。

定

年

後

に

鬱

の

よ

う

に

な

る

人

を

減

ら

す

た

め

に

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

退

職

す

る

と

ガ

ラ

ッ

と

世

の

中

が

変

わ

る

ん

で

す

よ

。

現

役

の

時

は

金

曜

日

の

夜

に

な

れ

ば

お

誘

い

の

電

話

が

来

た

も

の

だ

け

ど

、

退

職

す

る

と

一

切

な

く

な

る

。

仕

事

が

な

く

な

れ

ば

共

通

の

話

題

も

な

い

し

、

自

分

と

し

て

も

わ

ざ

わ

ざ

連

絡

は

し

な

い

。

１

年

に

１

回

Ｏ

Ｂ

会

の

よ

う

な

も

の

は

あ

っ

て

も

、

そ

の

場

限

り

の

盛

り

上

が

り

で

次

に

は

つ

な

が

ら

な

い

。

結

局

第

２

の

人

生

に

切

り

替

え

る

し

か

な

い

で

す

よ

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

仕

事

の

切

れ

目

が

縁

の

切

れ

目

と

い

う

こ

と

で

す

よ

ね

。

仕

事

で

半

ば

強

制

的

に

結

び

つ

い

て

い

た

だ

け

で

、

退

職

す

れ

ば

そ

の

つ

な

が

り

は

残

ら

な

い

。

そ

う

な

る

と

身

近

な

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

方

が

や

は

り

大

事

で

す

よ

ね

。

仕

事

の

関

係

性

を

過

信

し

す

ぎ

て

は

い

け

な

い

、

と

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

現

役

時

代

に

固

い

仕

事

を

し

て

い

る

と

退

職

後

は

よ

け

い

に

社

会

参

加

が

難

し

い

と

思

い

ま

す

よ

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

現

役

時

代

か

ら

の

生

き

方

が

大

事

な

ん

で

す

ね

。

や

は

り

そ

こ

に

社

会

的

な

サ

ポ

ー

ト

が

必

要

で

、

シ

ニ

ア

活

動

プ

ラ

ザ

も

55

歳

か

ら

対

象

に

は

な

っ

て

い

ま

す

が

、

周

知

が

足

り

て

い

な

い

状

況

で

す

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

な

ぜ

か

定

年

後

に

蕎

麦

打

ち

を

始

め

る

人

が

多

い

で

す

が

、

男

心

を

く

す

ぐ

る

ん

で

し

ょ

う

ね

。

あ

と

は

「

男

の

〇

〇

講

座

」

と

な

っ

て

い

る

と

安

心

し

て

参

加

で

き

た

り

。

男

は

女

性

と

違

っ

て

交

流

よ

り

も

満

足

感

を

求

め

て

い

る

の

で

、

他

の

人

と

交

わ

ら

ず

に

で

き

る

も

の

の

方

が

良

い

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

バ

ー

テ

ン

ダ

ー

教

室

と

か

良

い

か

も

し

れ

ま

せ

ん

ね

(

笑

)

和

気

あ

い

あ

い

と

す

る

こ

と

を

考

え

な

く

て

良

い

な

ら

、

市

民

セ

ン

タ

ー

等

で

考

え

る

講

座

も

変

わ

っ

て

き

ま

す

よ

ね

。

男

性

向

け

の

講

座

は

自

分

が

満

足

で

き

る

だ

け

の

も

の

で

良

い

、

と

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

寿

命

が

延

び

て

い

ま

す

が

、

た

だ

生

き

て

い

れ

ば

良

い

と

い

う

も

の

で

は

な

い

で

す

か

ら

ね

。

限

ら

れ

た

人

生

、

楽

し

く

生

き

た

い

、

楽

し

く

生

き

る

た

め

に

は

ど

う

す

れ

ば

良

い

か

を

私

は

い

つ

も

考

え

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

伊

藤

さ

ん

の

活

動

す

る

会

の

名

称

に

も

「

健

康

長

寿

」

と

入

っ

て

い

ま

す

が

、

伊

藤

さ

ん

は

「

健

康

長

寿

・

健

康

寿

命

」

を

ど

の

よ

う

に

考

え

て

い

ま

す

か

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

一

言

で

言

え

ば

「

精

神

的

に

健

康

で

生

き

て

い

く

」

こ

と

で

す

。

体

の

健

康

だ

け

で

な

く

、

頭

や

気

持

ち

の

健

康

も

大

事

で

。

な

の

で

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

の

集

ま

り

を

持

つ

と

き

も

、

途

中

で

頭

を

使

う

た

め

に

道

中

で

施

設

見

学

を

挟

み

、

気

持

ち

の

栄

養

の

た

め

に

料

理

の

得

意

な

人

が

食

事

を

担

当

す

る

。

冬

場

は

無

理

に

運

動

せ

ず

に

、

食

事

や

交

流

の

要

素

を

増

や

し

、

全

体

と

し

て

精

神

的

な

健

康

を

維

持

す

る

こ

と

が

大

事

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

各

地

で

開

催

さ

れ

て

い

る

１

０

０

歳

体

操

も

、

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

機

能

訓

練

で

あ

り

、

身

体

機

能

の

維

持

が

主

目

的

。

心

の

充

実

を

同

時

に

図

ら

な

い

と

健

康

長

寿

と

は

言

え

な

い

わ

け

で

す

よ

ね

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

趣

味

を

続

け

る

に

は

お

金

も

か

か

る

の

で

私

は

ア

ル

バ

イ

ト

も

し

て

ま

す

が

、

そ

れ

も

交

流

や

情

報

を

得

る

た

め

の

大

事

な

要

素

。

何

で

も

良

い

か

ら

外

に

出

て

み

る

こ

と

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

人

と

会

っ

て

い

る

う

ち

は

若

々

し

い

で

す

よ

ね

。

会

社

に

い

れ

ば

嫌

で

も

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

あ

り

、

刺

激

が

あ

っ

た

。

そ

れ

が

無

く

な

る

と

男

は

特

に

弱

っ

て

し

ま

う

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

ね

。

肩

書

が

人

を

作

る

と

も

言

い

ま

す

が

、

肩

書

を

捨

て

て

一

歩

踏

み

出

す

勇

気

と

、

社

会

的

な

一

助

が

必

要

で

す

ね

。

２

/ 113,877

二言

三言

な

の

は

な

な

の

は

な

な

の

は

な

な

の

は

な

健

康

長

寿

健

康

長

寿

健

康

長

寿

健

康

長

寿

シ

ニ

ア

ー

ズ

シ

ニ

ア

ー

ズ

シ

ニ

ア

ー

ズ

シ

ニ

ア

ー

ズ

電

話

電

話

電

話

電

話

０

１

９

１-

３

１

-

８

１

１

８

(

一

関

市

シ

ニ

ア

活

動

プ

ラ

ザ

)

※１ 一関市シニア活動プラザが平成28年度より開講している講座。「健康寿命」の概念を学ぶとともに、健康寿命を延ばす具体的な習慣や運動も学

習し、地域の中で活動ができる「健康長寿サポーター」を育成することを目的に開催。

※２ 健康上のトラブルによって、日常生活が制限されずに暮らせる期間。日常的に介護などを必要とすることなく、自立した生活を送れている年数。

※

２

※１

旧東山町出身、一関市赤萩在住。昭和25年生まれ。

高校卒業後、郵便局に就職し、大船渡市の吉浜郵便

局局長で定年退職。定年後の現在はアルバイトと趣

味の両立で多忙な日々を送る。平成29年に「シニア

の健康長寿サポーター育成講座 」の修了生に呼び

かけ「なのはな健康長寿シニアーズ」を結成。要請

に応じてシニアの健康づくり活動のサポートも行う。



莱

山

は

、

「

よ

も

ぎ

山

」

と

も

呼

ば

れ

、

ヨ

モ

ギ

が

豊

富

に

自

生

。

独

特

の

香

り

が

あ

る

ヨ

モ

ギ

は

、

若

い

葉

は

食

用

に

、

生

葉

は

止

血

材

に

、

干

し

た

葉

は

健

胃

、

下

痢

、

貧

血

な

ど

多

く

の

薬

効

を

得

る

た

め

に

お

茶

と

し

て

利

用

さ

れ

て

き

ま

し

た

。

こ

の

薬

効

に

着

目

し

、

粉

末

に

し

た

ヨ

モ

ギ

を

様

々

な

食

材

に

練

り

こ

み

、

商

品

開

発

を

行

っ

て

き

た

同

隊

。

そ

の

成

果

と

し

て

商

品

化

さ

せ

た

の

が

「

蓬

莱

山

の

よ

も

ぎ

う

ど

ん

」

で

す

。

平

成

30

年

か

ら

は

、

市

内

の

産

直

や

道

の

駅

で

販

売

し

て

い

る

ほ

か

、

市

内

の

各

種

イ

ベ

ン

ト

へ

の

出

店

も

行

っ

て

お

り

、

ほ

の

か

な

ヨ

モ

ギ

の

香

り

と

つ

る

ん

と

し

た

の

ど

越

し

の

良

さ

が

好

評

を

得

て

い

ま

す

。

半

面

、

商

品

化

し

た

こ

と

で

発

足

当

初

の

意

欲

が

減

退

し

た

感

も

否

め

な

い

と

い

う

同

隊

は

、

活

動

の

一

助

を

担

っ

て

も

ら

う

こ

と

を

期

待

し

、

令

和

２

年

４

月

か

ら

「

緑

の

ふ

る

さ

と

協

力

隊

」

を

受

け

入

れ

ま

し

た

。

派

遣

さ

れ

た

の

は

奈

良

県

出

身

の

金

山

周

平

さ

ん

。

来

年

３

月

ま

で

の

１

年

間

、

地

区

内

の

空

き

家

に

居

住

し

、

同

隊

と

と

も

に

農

作

業

や

地

域

行

事

、

伝

統

芸

能

活

動

な

ど

様

々

な

活

動

に

取

り

組

み

ま

す

。

金

山

さ

ん

は

「

初

め

て

一

関

に

着

い

た

と

き

は

『

意

外

と

街

だ

な

』

と

思

っ

た

が

、

大

東

町

に

向

か

う

ま

で

の

間

に

山

が

増

え

、

摺

沢

を

越

え

て

興

田

地

区

に

向

か

う

頃

に

は

見

事

に

何

も

な

く

て

…
…

」

と

冗

談

交

じ

り

に

同

地

区

の

第

一

印

象

を

語

り

な

が

ら

も

「

地

域

の

方

々

か

ら

声

を

か

け

て

い

た

だ

き

、

色

々

な

経

験

を

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

い

る

。

残

り

期

間

は

少

な

い

も

の

の

、

少

し

で

も

活

性

化

隊

の

Ｐ

Ｒ

に

繋

げ

ら

れ

る

よ

う

情

報

発

信

に

も

努

め

て

い

き

た

い

」

と

同

隊

に

お

け

る

自

身

の

役

割

に

つ

い

て

語

り

ま

す

。

商

品

開

発

と

並

行

し

て

同

隊

が

取

り

組

ん

で

き

た

の

が

「

集

い

の

場

」

の

創

出

。

地

区

内

の

空

き

店

舗

(

元

美

容

室

)

を

改

装

し

、

平

成

29

年

５

月

に

開

設

し

た

の

が

「

ほ

っ

こ

り

カ

フ

ェ

」

で

す

。

カ

フ

ェ

と

言

っ

て

も

月

に

１

回

、

参

加

者

が

季

節

の

野

菜

な

ど

を

調

理

し

、

お

茶

飲

み

を

す

る

サ

ロ

ン

的

な

集

い

で

、

高

齢

者

の

介

護

予

防

が

主

軸

。

健

康

体

操

、

創

作

活

動

、

遠

足

、

季

節

行

事

な

ど

も

織

り

交

ぜ

な

が

ら

、

同

隊

員

が

企

画

運

営

を

行

い

ま

す

。

将

来

的

に

は

高

齢

者

だ

け

で

な

く

、

各

種

世

代

が

交

流

で

き

る

場

と

し

て

展

開

し

て

い

き

た

い

と

い

う

構

想

も

あ

る

の

だ

と

か

。

現

在

は

７

名

の

隊

員

で

活

動

す

る

同

隊

。

「

発

足

か

ら

５

年

。

当

初

は

『

あ

れ

も

し

た

い

、

こ

れ

も

し

た

い

』

と

み

な

ぎ

っ

て

い

た

力

も

、

様

々

な

取

り

組

み

が

形

と

な

る

中

で

満

足

し

て

し

ま

っ

て

い

る

と

こ

ろ

も

あ

る

。

高

齢

者

の

手

仕

事

や

地

元

で

の

収

入

源

の

創

出

の

た

め

に

、

さ

ら

な

る

商

品

開

発

を

行

う

と

と

も

に

、

地

元

食

材

を

使

っ

た

農

家

レ

ス

ト

ラ

ン

の

よ

う

な

も

の

も

視

野

に

、

前

進

し

て

い

き

た

い

」

と

隊

長

の

佐

藤

さ

ん

。

女

性

な

ら

で

は

の

視

点

と

パ

ワ

ー

で

今

後

も

蓬

莱

の

郷

を

盛

り

上

げ

ま

す

。

大

東

町

興

田

の

中

心

地

か

ら

北

に

６

㎞

弱

、

旧

丑

石

小

学

校

区

の

有

志

が

中

心

と

な

っ

て

発

足

し

た

「

Ｈ

28

レ

デ

ィ

ー

ス

『

蓬

莱

の

郷

』

活

性

化

隊

」

。

そ

の

名

の

通

り

、

集

落

の

女

性

た

ち

が

地

域

資

源

を

活

用

し

地

域

を

元

気

に

し

て

い

こ

う

と

平

成

28

年

に

立

ち

上

げ

た

団

体

で

す

。

隊

長

を

務

め

る

の

は

丑

石

自

治

会

の

自

治

会

長

で

も

あ

る

、

佐

藤

真

由

美

さ

ん

。

佐

藤

さ

ん

は

千

葉

県

出

身

で

、

結

婚

後

、

子

育

て

環

境

を

考

え

、

旦

那

さ

ん

の

地

元

・

大

東

町

興

田

に

移

住

し

て

き

ま

し

た

。

「

移

住

当

初

は

生

ま

れ

育

っ

た

環

境

と

ま

っ

た

く

違

っ

た

世

界

(

農

家

)

に

戸

惑

い

が

あ

り

ま

し

た

が

、

今

と

な

っ

て

は

自

然

の

恵

み

に

生

か

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

実

感

。

生

活

し

て

い

る

だ

け

で

四

季

を

感

じ

ら

れ

る

」

と

丑

石

の

魅

力

を

表

現

し

ま

す

。

団

体

を

立

ち

上

げ

る

き

っ

か

け

は

職

場

(

高

齢

者

介

護

施

設

)

の

同

僚

と

の

何

気

な

い

会

話

で

し

た

。

「

定

年

退

職

後

は

ど

う

す

る

か

」

「

高

齢

に

な

っ

て

も

地

元

で

収

入

を

得

て

暮

ら

せ

な

い

だ

ろ

う

か

」

「

な

ん

だ

か

最

近

地

域

に

元

気

が

な

く

な

っ

て

き

た

」

「

山

に

山

菜

を

取

り

に

行

く

時

期

に

な

っ

た

」

な

ど

、

た

ま

た

ま

同

じ

集

落

在

住

で

年

の

近

い

同

僚

が

職

場

内

に

い

た

こ

と

で

、

「

こ

う

し

た

た

わ

い

も

な

い

会

話

の

中

身

を

つ

な

ぐ

と

私

た

ち

に

も

何

か

で

き

る

ん

じ

ゃ

な

い

か

」

と

い

う

発

想

に

た

ど

り

着

い

た

の

だ

と

か

。

当

時

、

一

関

市

で

は

「

農

村

地

域

活

性

化

モ

デ

ル

支

援

事

業

」

の

実

施

団

体

を

募

集

し

て

お

り

、

「

退

職

後

、

地

域

を

元

気

に

す

る

た

め

に

で

き

る

こ

と

」

を

探

す

べ

く

説

明

会

に

参

加

。

参

加

者

同

士

の

情

報

交

換

で

刺

激

を

受

け

、

「

丑

石

の

自

然

資

源

を

活

用

し

た

特

産

品

の

開

発

」

と

「

そ

れ

ら

が

飲

食

可

能

な

ス

ペ

ー

ス

＝

集

え

る

場

を

運

営

」

す

る

こ

と

を

軸

に

掲

げ

、

５

名

の

地

域

内

有

志

で

団

体

化

し

、

同

事

業

に

手

を

挙

げ

ま

し

た

。

丑

石

と

奥

州

市

江

刺

に

ま

た

が

る

蓬

３４

団体

紹介

HHHH28282828レディースレディースレディースレディース「「「「蓬莱蓬莱蓬莱蓬莱のののの郷郷郷郷」」」」活性化隊活性化隊活性化隊活性化隊

「高齢になっても生き生きと地域で暮らし

たい」という思いと「豊富な地域資源の活

用」を目的に発足。空き店舗を利用した集い

の場の運営のほか、地元の蓬莱山(通称よも

ぎ山)で自生しているヨモギを練りこんだ乾

燥麺などの開発・販売等を手掛けています。

〒029-0602 一関市大東町鳥海字西丑石86-1

TEL 090-7526-2856 (隊長・佐藤)

写真：平成29年に開設した「ほっこりカ

フェ」と隊員たち

女

性

女

性

女

性

女

性

パ

ワ

ー

で

パ

ワ

ー

で

パ

ワ

ー

で

パ

ワ

ー

で

地

域

地

域

地

域

地

域

をををを

元

気

元

気

元

気

元

気

にににに

「

ち

ょ

っ

と

地

域

が

寂

し

く

な

っ

た

よ

ね

」

が

き

っ

か

け

- Photo gallery -gallery -

ノ

ウ

ハ

ウ

を

ノ

ウ

ハ

ウ

を

ノ

ウ

ハ

ウ

を

ノ

ウ

ハ

ウ

を

共

有

共

有

共

有

共

有

女

性

有

志

に

よ

る

団

体

結

成

秘

話

、

地

域

資

源

へ

の

着

目

、

カ

フ

ェ

の

運

営

等

、

話

題

性

あ

ふ

れ

る

同

団

体

。

視

察

研

修

も

快

く

受

け

入

れ

ま

す

。

人

生

初

人

生

初

人

生

初

人

生

初

のののの

稲

刈

稲

刈

稲

刈

稲

刈

りりりり

丑

石

で

体

験

す

る

ほ

と

ん

ど

の

こ

と

が

人

生

初

の

体

験

だ

と

い

う

金

山

さ

ん

。

若

い

力

を

見

込

ん

で

あ

ち

こ

ち

か

ら

声

が

か

か

り

ま

す

。

蓬

莱

山

蓬

莱

山

蓬

莱

山

蓬

莱

山

の

よ

も

ぎ

う

ど

ん

の

よ

も

ぎ

う

ど

ん

の

よ

も

ぎ

う

ど

ん

の

よ

も

ぎ

う

ど

ん

４

月

に

パ

ッ

ケ

ー

ジ

を

新

調

。

よ

も

ぎ

う

ど

ん

を

使

っ

た

料

理

教

室

な

ど

も

企

画

中

！

よ

も

ぎ

パ

ウ

ダ

ー

や

よ

も

ぎ

茶

も

商

品

化

、

販

売

中

で

す

。

ほ

っ

こ

り

カ

フ

ェ

ほ

っ

こ

り

カ

フ

ェ

ほ

っ

こ

り

カ

フ

ェ

ほ

っ

こ

り

カ

フ

ェ

毎

月

第

３

土

曜

日

に

開

設

。

地

域

の

方

々

が

地

元

食

材

を

用

い

た

料

理

を

持

ち

寄

り

ま

す

。

い

ず

れ

は

農

家

レ

ス

ト

ラ

ン

へ

の

発

展

が

目

標

！

あなたにとって「里山」とは？

隊長隊長隊長隊長 第第第第27272727期期期期ふるさとふるさとふるさとふるさと協力隊員協力隊員協力隊員協力隊員

佐藤真由美佐藤真由美佐藤真由美佐藤真由美さんさんさんさん

若い頃は、千葉県の合

唱団に所属しており、

よく通る素敵な声が印

象的。趣味は山菜取り

で「地元の山は宝の

山」とのこと。

金山周平金山周平金山周平金山周平さんさんさんさん

田舎暮らしに興味を持

つ地元の友人を呼ぶこ

とが任期中の野望。夏

野菜を上手に栽培でき

たことに感動したのだ

とか。

H28レディース「蓬莱の郷」活性化隊

地

域

資

源

を

活

用

し

た

商

品

開

発

さとう まゆみ かなやま しゅうへい

Ａ.心のビタミン♡
Ａ.人生の糧

前

進

し

続

け

る

「

集

い

の

場

」

ほうらい



備

と

料

理

教

室

、

秋

に

は

防

犯

・

防

災

教

室

と

サ

ロ

ン

を

抱

き

合

わ

せ

る

な

ど

、

年

に

数

回

で

も

自

治

会

館

に

地

域

内

の

家

族

が

集

ま

り

、

食

事

や

会

話

を

楽

し

む

機

会

を

大

切

に

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

自

慢

の

活

動

の

ひ

と

つ

が

藤

沢

野

焼

祭

に

出

品

す

る

作

品

づ

く

り

で

す

。

自

治

会

や

個

人

で

出

品

し

た

粘

土

の

作

品

が

会

場

内

の

窯

で

焼

き

上

げ

ら

れ

、

審

査

・

表

彰

さ

れ

る

の

で

す

が

、

同

自

治

会

は

文

教

部

と

青

年

部

が

中

心

と

な

り

、

10

年

以

上

入

賞

を

続

け

て

い

ま

す

。

当

初

は

本

な

ど

を

見

な

が

ら

作

品

を

作

っ

て

い

た

結

果

、

な

か

な

か

入

賞

に

は

届

か

な

か

っ

た

そ

う

で

す

が

、

あ

る

と

き

か

ら

自

由

な

発

想

で

の

作

品

づ

く

り

に

転

換

。

青

年

部

長

と

し

て

長

年

作

品

づ

く

り

に

参

加

し

て

き

た

山

口

さ

ん

は

「

あ

る

程

度

テ

ー

マ

は

決

め

て

作

り

始

め

る

が

、

思

っ

た

よ

う

に

は

進

ま

な

い

。

途

中

形

が

崩

れ

た

り

し

て

も

、

そ

こ

か

ら

想

像

を

膨

ら

ま

せ

て

作

る

」

と

作

品

づ

く

り

を

楽

し

む

よ

う

に

し

た

と

こ

ろ

、

そ

の

独

自

性

が

評

価

さ

れ

、

平

成

15

年

に

藤

沢

町

長

賞

を

受

賞

。

「

み

ん

な

の

自

信

に

つ

な

が

っ

た

」

と

山

口

さ

ん

は

振

り

返

り

ま

す

。

そ

の

後

も

最

高

賞

に

あ

た

る

「

塩

野

半

十

郎

大

賞

」

を

３

回

受

賞

す

る

な

ど

、

意

欲

的

に

作

品

づ

く

り

を

続

け

、

若

者

が

集

ま

る

機

会

に

も

な

っ

て

い

ま

す

。

近

年

で

は

、

自

治

会

内

の

防

災

組

織

の

見

直

し

に

も

着

手

。

無

料

通

信

ア

プ

リ

「

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

」

の

グ

ル

ー

プ

機

能

を

使

っ

て

防

災

連

絡

網

の

作

成

を

始

め

た

の

だ

と

か

。

自

然

災

害

に

よ

る

被

害

箇

所

を

撮

影

し

た

画

像

を

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

で

共

有

し

、

行

政

区

長

も

兼

任

し

て

い

る

山

口

さ

ん

が

必

要

に

応

じ

て

行

政

に

連

絡

す

る

と

い

う

取

り

組

み

も

始

め

ま

し

た

。

「

ま

だ

自

治

会

全

体

に

浸

透

し

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

が

、

災

害

時

に

す

ぐ

に

動

け

る

よ

う

に

し

て

お

き

た

い

」

と

岩

渕

さ

ん

は

話

し

ま

す

。

ま

た

、

一

人

暮

ら

し

世

帯

は

自

治

会

内

に

１

世

帯

の

み

で

あ

る

一

方

、

空

き

家

が

増

え

て

き

て

い

る

こ

と

を

自

治

会

と

し

て

の

課

題

と

捉

え

、

空

き

家

と

な

っ

た

家

の

出

身

者

と

連

絡

を

取

り

、

班

の

中

で

管

理

な

ど

を

協

力

す

る

仕

組

み

を

模

索

中

と

の

こ

と

。

「

住

む

に

は

良

い

場

所

な

の

で

、

家

だ

け

は

守

っ

て

も

ら

い

、

空

き

家

の

活

用

な

ど

も

で

き

た

ら

良

い

」

と

、

で

き

る

こ

と

か

ら

少

し

ず

つ

取

り

組

み

が

進

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

「

負

担

に

な

る

と

参

加

が

難

し

く

な

る

。

気

楽

に

集

ま

っ

て

も

ら

え

る

よ

う

な

活

動

を

続

け

て

い

き

た

い

」

と

今

後

の

自

治

会

活

動

に

つ

い

て

話

す

岩

渕

さ

ん

。

自

治

会

含

め

多

数

担

っ

て

い

た

地

域

活

動

の

事

務

も

、

現

在

は

少

し

ず

つ

後

任

者

へ

の

引

き

継

ぎ

を

始

め

て

い

る

と

の

こ

と

で

、

人

が

集

い

、

暮

ら

し

続

け

ら

れ

る

場

と

し

て

の

自

治

会

を

こ

れ

か

ら

も

み

ん

な

で

つ

く

っ

て

い

き

ま

す

。

第

37

区

自

治

会

は

藤

沢

町

保

呂

羽

地

区

に

あ

る

保

呂

羽

山

山

麓

の

南

西

部

に

位

置

し

、

地

域

の

中

心

を

県

道

藤

沢

大

籠

線

と

黄

海

川

が

横

断

し

て

い

る

中

山

間

地

域

で

す

。

今

回

お

話

を

伺

っ

た

自

治

会

長

の

岩

渕

敏

さ

ん

と

副

会

長

兼

行

政

区

長

の

山

口

晴

伸

さ

ん

は

、

若

い

時

は

就

職

な

ど

で

一

旦

藤

沢

を

離

れ

て

い

ま

し

た

が

、

自

治

会

が

設

立

さ

れ

た

昭

和

50

年

に

２

人

が

地

元

に

帰

っ

て

き

た

と

い

う

こ

と

も

あ

り

、

長

年

自

治

会

活

動

の

中

心

を

担

っ

て

き

ま

し

た

。

設

立

当

初

は

地

域

内

の

旧

稚

蚕

飼

育

所

を

集

会

所

と

し

て

い

ま

し

た

が

、

昭

和

60

年

に

自

治

会

員

が

一

丸

と

な

っ

て

廃

校

舎

の

材

料

な

ど

も

利

用

し

て

現

在

の

自

治

会

館

を

建

設

。

当

時

は

自

治

会

内

に

中

高

生

部

を

設

け

た

り

、

自

治

会

館

の

中

に

「

こ

ど

も

図

書

館

」

を

作

っ

て

自

由

に

利

用

で

き

る

よ

う

に

し

た

り

と

子

ど

も

を

中

心

と

し

た

活

動

も

活

発

で

し

た

が

、

近

年

は

、

少

子

化

の

影

響

で

子

供

会

は

保

呂

羽

地

区

(

４

行

政

区

)

で

ま

と

ま

っ

て

活

動

す

る

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。

自

治

会

館

や

お

寺

の

境

内

で

行

っ

て

い

た

夏

祭

り

も

藤

沢

町

全

体

で

の

お

祭

り

「

縄

文

の

炎

・

藤

沢

野

焼

祭

」

の

開

始

と

と

も

に

縮

小

し

、

藤

沢

野

焼

祭

へ

の

参

加

へ

移

行

し

て

い

く

形

と

な

り

ま

し

た

。

時

代

や

環

境

の

変

化

に

影

響

を

受

け

な

が

ら

も

、

自

治

会

を

通

じ

て

住

民

が

つ

な

が

れ

る

よ

う

な

雰

囲

気

作

り

や

安

心

し

て

暮

ら

し

続

け

る

た

め

の

取

り

組

み

を

模

索

し

て

い

る

同

自

治

会

に

、

そ

の

工

夫

や

想

い

な

ど

を

伺

い

ま

し

た

。

「

自

治

会

活

動

を

計

画

す

る

と

み

ん

な

来

て

く

れ

る

。

目

新

し

い

こ

と

は

し

て

い

な

い

が

、

活

動

が

地

域

に

定

着

し

て

き

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

は

」

と

話

す

岩

渕

さ

ん

。

自

治

会

の

研

修

旅

行

に

は

41

世

帯

か

ら

35

人

程

の

参

加

が

あ

る

な

ど

昔

か

ら

活

動

へ

の

参

加

率

は

良

い

そ

う

で

す

。

「

働

き

方

も

様

々

に

な

っ

て

き

た

の

で

日

程

調

整

に

は

配

慮

し

て

い

る

」

と

の

こ

と

で

、

春

先

は

環

境

整

第37区自治会

５６

み

ん

な

で

み

ん

な

で

み

ん

な

で

み

ん

な

で

気

楽

気

楽

気

楽

気

楽

にににに

集集集集

いいいい

、、、、

安

心

安

心

安

心

安

心

し

て

し

て

し

て

し

て

暮暮暮暮

ら

せ

る

ら

せ

る

ら

せ

る

ら

せ

る

地

域

地

域

地

域

地

域

にににに

時

代

の

変

化

と

変

わ

ら

ぬ

地

域

の

ま

と

ま

り

- Photo gallery -gallery -

料

理

教

室

料

理

教

室

料

理

教

室

料

理

教

室

年

に

１

回

は

環

境

整

備

と

合

わ

せ

て

料

理

教

室

を

行

い

、

環

境

整

備

が

終

わ

っ

た

ら

自

治

会

館

で

み

ん

な

で

食

事

と

会

話

を

楽

し

み

ま

す

。

環

境

整

備

環

境

整

備

環

境

整

備

環

境

整

備

・・・・

一

斉

清

掃

一

斉

清

掃

一

斉

清

掃

一

斉

清

掃

藤

沢

町

全

体

の

一

斉

清

掃

の

ほ

か

、

自

治

会

独

自

の

環

境

整

備

も

実

施

。

地

域

内

の

道

路

や

河

川

の

草

刈

り

、

ゴ

ミ

拾

い

を

行

っ

て

い

ま

す

。

花

壇

花

壇

花

壇

花

壇

づ

く

り

づ

く

り

づ

く

り

づ

く

り

３

つ

の

花

壇

を

２

班

毎

に

管

理

。

今

年

は

コ

ロ

ナ

の

影

響

で

行

事

が

縮

小

し

た

分

、

屋

外

で

の

活

動

が

貴

重

な

交

流

の

機

会

に

な

り

ま

し

た

。

野

焼

祭

作

品

野

焼

祭

作

品

野

焼

祭

作

品

野

焼

祭

作

品

とととと

賞

状

賞

状

賞

状

賞

状

自

治

会

館

前

や

館

内

の

ス

テ

ー

ジ

の

上

に

は

、

こ

れ

ま

で

野

焼

祭

で

受

賞

し

た

作

品

や

賞

状

が

飾

ら

れ

て

い

ま

す

。

自治会長自治会長自治会長自治会長 副会長副会長副会長副会長・・・・行政区長行政区長行政区長行政区長

岩渕敏岩渕敏岩渕敏岩渕敏さんさんさんさん

自治会長は１期２年目

ですが、自治会設立当

初から事務局のサポー

トや役員を務めてきま

した。

地域

紹介

第第第第37373737区自治会区自治会区自治会区自治会 ((((保呂羽保呂羽保呂羽保呂羽))))

昭和50年設立。41世帯、143人が暮らす中

山間地域。総務、環境防災、女性、産業、文

教、福祉保健、青年、産業部で組織されてい

ます。

左の写真：歳祝いを兼ねた新年交賀会での集合写

真(令和２年)

藤沢

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

無

理

な

く

楽

し

み

な

が

ら

集

う

機

会

を

時

代

の

変

化

に

対

応

し

な

が

ら

地

域

課

題

と

向

き

合

う

いわぶち さとし やまぐち はるのぶ

山口晴伸山口晴伸山口晴伸山口晴伸さんさんさんさん

これまで青年部長など

も務め、スポーツ行事

や野焼作品づくりなど

でも大活躍。

Ａ.地域の和 Ａ.野焼大賞 ４回目を目指す



「

我

々

は

人

で

言

え

ば

化

粧

を

施

す

役

割

」

と

左

官

業

に

つ

い

て

例

え

る

の

は

同

社

代

表

の

及

川

晃

一

さ

ん

。

中

学

２

年

生

の

時

に

父

親

が

他

界

し

た

晃

一

さ

ん

は

「

一

家

の

大

黒

柱

と

し

て

自

立

す

る

た

め

手

に

職

を

つ

け

よ

う

」

と

決

心

し

、

昭

和

46

年

に

仙

台

市

の

左

官

職

人

に

弟

子

入

り

し

ま

す

。

気

仙

沼

市

の

左

官

工

事

会

社

で

の

勤

務

を

経

て

、

昭

和

54

年

に

独

立

、

現

在

に

至

り

ま

す

。

「

当

時

地

元

で

は

左

官

業

を

し

て

い

る

人

が

い

な

い

と

思

っ

て

い

た

が

、

修

業

を

終

え

て

地

元

に

戻

っ

て

く

る

と

あ

ち

こ

ち

に

職

人

が

い

て

驚

い

た

」

と

当

時

を

振

り

返

り

ま

す

が

、

現

在

は

後

継

者

が

い

な

い

た

め

に

止

む

無

く

生

業

を

閉

じ

る

同

業

者

が

増

加

し

、

晃

一

さ

ん

の

周

り

に

も

職

人

は

少

な

く

な

っ

た

と

言

い

ま

す

。

か

つ

て

の

日

本

家

屋

は

土

に

藁

や

砂

を

練

り

込

ん

だ

土

壁

が

用

い

ら

れ

、

漆

喰

な

ど

で

仕

上

げ

た

壁

が

主

流

だ

っ

た

の

に

対

し

、

近

年

の

新

築

住

宅

の

壁

は

ク

ロ

ス

仕

上

げ

が

主

流

。

塗

り

壁

は

減

少

傾

向

で

は

あ

る

も

の

の

、

漆

喰

や

珪

藻

土

な

ど

の

自

然

素

材

の

効

能

(

空

気

の

浄

化

な

ど

)

か

ら

、

左

官

業

の

昔

な

が

ら

の

調

合

工

程

・

壁

塗

り

技

法

が

再

注

目

さ

れ

つ

つ

あ

る

の

だ

と

か

。

ま

た

、

店

舗

・

住

宅

や

ビ

ル

な

ど

の

Ｒ

Ｃ

造

(

コ

ン

ク

リ

ー

ト

)

の

現

代

建

設

現

場

で

も

活

躍

し

て

い

ま

す

。

東

日

本

大

震

災

後

は

、

一

関

市

や

気

仙

沼

市

の

文

化

財

の

ほ

か

、

民

家

の

蔵

や

酒

蔵

な

ど

の

修

復

・

復

元

工

事

依

頼

が

増

加

。

修

復

に

あ

た

っ

て

は

、

良

い

粘

土

質

の

土

(

赤

土

・

黄

土

)

が

素

材

で

使

わ

れ

て

い

る

場

合

に

は

、

そ

れ

ら

を

再

利

用

し

、

新

し

い

壁

土

と

し

て

生

ま

れ

変

わ

ら

せ

ま

す

。

そ

う

し

た

長

年

の

経

験

が

培

っ

た

職

人

技

が

口

コ

ミ

で

広

が

り

、

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

等

に

よ

る

情

報

発

信

を

行

わ

ず

と

も

依

頼

が

絶

え

ず

、

「

化

粧

(

技

術

)

」

に

よ

っ

て

歴

史

あ

る

建

物

を

多

数

蘇

ら

せ

て

い

ま

す

。後

継

者

不

足

が

深

刻

な

課

題

と

な

り

つ

つ

あ

る

左

官

業

で

す

が

、

同

社

で

は

息

子

の

貴

史

さ

ん

が

左

官

技

術

を

継

承

。

き

っ

か

け

は

「

幼

少

期

か

ら

見

て

い

た

父

の

背

中

だ

っ

た

」

と

貴

史

さ

ん

は

語

り

ま

す

。

「

小

さ

い

頃

か

ら

父

親

の

仕

事

場

を

見

て

、

子

ど

も

心

に

か

っ

こ

い

い

と

感

じ

て

い

た

」

と

い

う

貴

史

さ

ん

は

、

高

校

卒

業

後

、

京

都

府

左

官

技

能

専

修

学

院

に

進

学

し

、

一

級

左

官

技

能

士

の

資

格

を

取

得

。

そ

の

後

は

父

と

と

も

に

文

化

財

等

の

修

復

・

復

元

工

事

な

ど

に

携

わ

る

と

同

時

に

、

日

本

左

官

業

組

合

連

合

会

岩

手

県

支

部

の

青

年

部

に

も

所

属

し

、

左

官

業

界

そ

の

も

の

も

支

え

て

い

ま

す

。

ま

た

、

11

月

に

厳

美

地

域

で

開

催

さ

れ

る

「

厳

美

地

域

文

化

祭

」

の

中

で

、

左

官

職

人

の

技

体

験

と

し

て

「

光

る

泥

だ

ん

ご

作

り

」

や

「

漆

喰

プ

レ

ー

ト

作

り

」

の

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

を

開

催

す

る

と

い

う

同

社

。

厳

美

地

域

に

あ

る

「

旧

鈴

木

家

」

の

土

壁

修

繕

が

き

っ

か

け

で

発

展

し

た

企

画

な

の

だ

と

か

。

「

文

化

財

な

ど

を

末

永

く

保

存

し

て

い

く

た

め

の

技

術

を

継

承

す

る

に

は

、

技

や

土

に

触

れ

る

機

会

を

提

供

し

、

少

し

で

も

昔

な

が

ら

の

技

法

に

興

味

を

も

っ

て

も

ら

う

こ

と

が

必

要

」

と

い

う

及

川

親

子

の

想

い

は

着

実

に

実

現

し

始

め

て

い

ま

す

。

７

企業

紹介

株式会社及川左官
室根

コテという道具を使って建物内外の壁に建材を塗る専門職「左官」。奈良時

代の宮中の建築仕事を司る「属(さかん)」が語源と言われるほど、歴史の古い

職業です。

室根町津谷川の株式会社及川左官は、現代表の及川晃一さんが、昭和54年に

左官職人として独立開業、平成24年に法人化しました。

近年、左官業者は高齢化と後継者不足で減少しつつあるそうですが、同社で

は後継者の息子さんとともに、一般住宅のほか、蔵や文化財などの修復・復元

工事を行いながら、左官業の魅力を伝え、その継承にも取り組んでいます。

「「「「壁壁壁壁にににに命命命命をををを吹吹吹吹きききき込込込込むむむむ」」」」職人技職人技職人技職人技をををを後世後世後世後世へへへへ

温

故

知

新

化

粧

で

蘇

る

職

人

技

１

晃一さん(右)と貴史さん(左)。

DATA

〒029-1211

一関市室根町津谷川字竹野下162-1

TEL＆FAX 0191-65-2427

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第20202020話話話話

地域運営の落とし穴④
今月のテーマ

土

に

触

れ

、

漆

喰

の

良

さ

を

後

世

へ

漆喰で再現したミニかまどと、11

月のワークショップに使用する漆

喰玉(＝泥だんご)

修復例：室根町・小山様宅の土蔵

(平成17年)

知られざる「著作隣接権」

地域企業の理念にせまります。

２

３

８

誰でも気軽にインターネット上に様々な情報を公開できるようになった昨今。地域イベントや自団体の活動の

様子などを動画におさめ、YouTube等の動画投稿サイトに投稿するという行為も一般的になりました。特に今年

度は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、無観客や来場者制限をかけて開催するイベントも増え、そ

の代替として「「「「動画生配信動画生配信動画生配信動画生配信」」」」に挑戦したという話も多数耳にします。何を隠そう当センターもその一人です。

環境さえ整えば気軽に挑戦できるため、安易に手を出しがちですが、実はそこにはクリアしなければいけない

「見えない壁」があり、強行突破すると大きな代償が待ち受けることがあります。今回は当センターの実際の失

敗事例を交えて「「「「著作権著作権著作権著作権」」」」とととと「「「「著作隣接権著作隣接権著作隣接権著作隣接権」」」」についてご紹介します。

毎年開催している「イチコレ」というファッションイベント。今年は観

客を大幅に制限し、動画生配信動画生配信動画生配信動画生配信で代替。ランウェイでランウェイでランウェイでランウェイで流流流流すすすすＢＧＭＢＧＭＢＧＭＢＧＭは参加モ

デルの指定曲もあったりと、複数アーティストの曲を使用することから、

「「「「著作権著作権著作権著作権」」」」についてはについてはについてはについては「「「「日本音楽著作権協会日本音楽著作権協会日本音楽著作権協会日本音楽著作権協会(JASRAC)(JASRAC)(JASRAC)(JASRAC)」」」」にににに事前事前事前事前にににに問合問合問合問合せせせせを

しました。その際、「「「「非営利非営利非営利非営利・・・・入場無料入場無料入場無料入場無料・・・・出演者出演者出演者出演者へのへのへのへの報酬無報酬無報酬無報酬無しししし」」」」というというというという３３３３

要件要件要件要件にににに合致合致合致合致することからすることからすることからすることから、、、、著作権著作権著作権著作権のののの許諾許諾許諾許諾はははは必要必要必要必要ないないないないとの回答を受け、動画動画動画動画

生配信生配信生配信生配信にににに関関関関してもしてもしてもしても、、、、JASRACJASRACJASRACJASRACとととと許諾契約許諾契約許諾契約許諾契約をををを結結結結んでいるんでいるんでいるんでいるYouTubeYouTubeYouTubeYouTube等等等等であればであればであればであれば問題問題問題問題

ないないないないとのこと。ただし、アーカイブアーカイブアーカイブアーカイブ配信配信配信配信((((本配信後本配信後本配信後本配信後もももも配信内容配信内容配信内容配信内容がががが見見見見れるようれるようれるようれるよう

にすることにすることにすることにすること))))をするをするをするをする際際際際にはにはにはには、、、、曲曲曲曲によってはによってはによってはによっては「「「「複製権複製権複製権複製権」」」」にににに関関関関するするするする手続手続手続手続きがきがきがきが必要必要必要必要

だと言われ、その手続きは行う予定でおりました。

ところが……！動画生配信は無事に終了し、後日、アーカイブ配信の準備を進めている中で「「「「著作権著作権著作権著作権」」」」とととと

はははは別別別別にににに「「「「著作隣接権著作隣接権著作隣接権著作隣接権」」」」というものがというものがというものがというものが存在存在存在存在することが発覚！著作権が作詞・作曲家など「創作した人」の権利

であるのに対し、著作隣接権著作隣接権著作隣接権著作隣接権はアーティストやレコードはアーティストやレコードはアーティストやレコードはアーティストやレコード製作者製作者製作者製作者、、、、放送事業者放送事業者放送事業者放送事業者などなどなどなど「「「「伝伝伝伝えるえるえるえる人人人人」」」」のののの権利権利権利権利であり、

イベントイベントイベントイベント等等等等でででで音源音源音源音源をををを使用使用使用使用するするするする際際際際にはにはにはには、、、、著作権著作権著作権著作権とはとはとはとは別別別別にににに、、、、このこのこのこの「「「「著作隣接権著作隣接権著作隣接権著作隣接権」」」」のののの申請申請申請申請((((＝＝＝＝使用料使用料使用料使用料のののの支払支払支払支払いいいい))))をしをしをしをし

なければいけなかったなければいけなかったなければいけなかったなければいけなかったようなのです。

実際、この問題をクリアしないまま、試験的に公開してみたアーカイブ動画はサイト側により「ブロッ

ク」され、動画サイト上に投稿はされているのに、非公開状態に……。そこで、当日使用した音源それぞれ

において、製作したレコード会社に「イチコレそのもので使用するため(事後申告)」と「アーカイブ動画に

使用するため」の２点について、音源使用申請を行なうことに。

しかーし！ここでもう１つまさかの展開が！上記申請の後者に関して、そもそもそもそもそもそもそもそも「「「「動画動画動画動画サイトでのサイトでのサイトでのサイトでの使用使用使用使用はははは

許可許可許可許可しないしないしないしない」」」」とととと明示明示明示明示しているレコードしているレコードしているレコードしているレコード会社会社会社会社があったがあったがあったがあったのです……！つまり、イベントそのものでのイベントそのものでのイベントそのものでのイベントそのものでの使用使用使用使用にににに関関関関しししし

てのてのてのての申請申請申請申請はははは受受受受けけけけ付付付付けてもらったとしてもけてもらったとしてもけてもらったとしてもけてもらったとしても、、、、動画配信動画配信動画配信動画配信においてはそのにおいてはそのにおいてはそのにおいてはその曲曲曲曲がががが使用使用使用使用できないできないできないできないのです。

結局、動画配信においては全てのＢＧＭを「「「「著作権著作権著作権著作権フリーフリーフリーフリー」」」」のののの音源音源音源音源に差し替えることにし、アーカイブ配

信用の申請は取りさげ。残念ながら「臨場感のない」アーカイブ動画になってしまったのでした……。

動画配信事件簿

ちなみに、取り下げはしたものの、レコード会社によっては動画配信での使用料は１曲につき年間25万円とい

う会社もありました。イベントそのものにおける使用料はイベント内容によりけりのようですが、最低でも３万

円程度はかかるようですし、手続きには３週間～１か月程度かかるようで、かなり入念な準備が必要です。

また、「「「「著作権著作権著作権著作権」」」」についてもこの機会に改めて確認が必要です。地域のお祭りなどにおけるステージイベント

で、ローカルバンドが演奏したり、子どもたちがダンスを披露したり…という場面がよくありますが、その出演出演出演出演

者者者者にににに報酬報酬報酬報酬やややや謝礼謝礼謝礼謝礼をををを支払支払支払支払うううう際際際際にはにはにはには、、、、演奏演奏演奏演奏・・・・使用使用使用使用するするするする曲曲曲曲にににに関関関関するするするする「「「「著作権著作権著作権著作権」」」」のののの申請申請申請申請もももも必要必要必要必要になります。

注意していただきたいのが「どうせ地方のイベントだから無許可で使用してもバレないだろう」と、強行突破

すること。冒頭で述べた通り、誰でも気軽に動画配信ができてしまう時代です。著作権、著作隣接権ともに、申

請料の大小の問題ではなく、製作者側にとっては自分の生み出した苦労の結晶を守る大事な権利です。今回ご紹

介した「著作権」「著作隣接権」の他にも、付随する権利が様々ありますので、一度整理・確認してみることを

おすすめします。



大

東

町

渋

民

出

身

(

当

時

は

陸

奥

国

磐

井

郡

東

山

渋

民

村

)

の

芦

東

山

は

仙

台

藩

の

儒

学

者

で

刑

法

学

者

。

享

保

６

年

(

１

７

２

１

)

、

仙

台

藩

で

儒

教

の

知

識

に

よ

っ

て

仕

え

る

儒

員

に

抜

擢

さ

れ

る

と

、

そ

の

学

識

は

高

く

評

価

さ

れ

、

江

戸

参

勤

の

御

供

と

も

な

り

ま

し

た

。し

か

し

、

藩

の

学

問

所

に

つ

い

て

藩

主

に

意

見

し

た

こ

と

で

、

43

歳

の

時

、

仙

台

藩

家

臣

の

石

母

田

家

に

「

他

人

預

け

」

の

処

罰

と

し

て

幽

閉

さ

れ

ま

す

。

66

歳

の

時

に

「

親

類

預

け
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と

な

り

故

郷

の

渋

民

村

に

戻
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と

、

翌

年

に

よ

う

や

く

完

全

放

免

に
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約
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年

も

の

間

、

自

由

に

出

歩

け

な

い

生

活

を

余

儀

な

く

さ

れ

た

の

で

し

た

。

こ

の

幽

閉

中

に

執
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し

た

の

が

、

日

本

の

刑

法

思

想

の

根

本

原

理

を

論

じ

た

『

無

刑

録

』
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60

歳

の

時

に

完

成

し

ま

し

た

が

、

発

行

は

許

さ

れ

な

い

ま

ま

享

年

81

歳

で

生

涯

を

閉

じ

ま

す

。

没

後

１

０

０

年

を
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し

た

明

治

10

年

、

元

老

院

よ

り

刊

行
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に
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、
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れ

、
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。

66

歳
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よ

う

や

く

自

由
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と

な
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た

東
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台
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台
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を
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が
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・
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を
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を
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、
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東
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力
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療
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か
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東
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熱
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祖

父

の

岩
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落
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落
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に
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を
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た

と
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す
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れ
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に
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、
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に
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対
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を
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し

た

こ

と

に

あ

り

ま

す

。

儒

学

の

考

え

と

と

も

に

、

祖

父

の

信

念

を

し

っ

か

り

と

引

き

継

い

だ

東

山

の

教

育

へ

の

想

い

が

現

れ

て

い

ま

す
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渋

民

で

は

も

ち

ろ

ん

、

当

市

に

お

け

る
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センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
50505050

当地域には、様々な分野で地域内のみならず日本の発展に大きく貢献した偉人がた

くさんいます。偉人として語り継ぐ中で、ついつい気になってしまうのが「その後子

孫はどうなっている？」ということ。偉人の功績に関連のあるお仕事をしているのか、

はたまた全く別の道を歩まれているのか……。今回は大東町渋民が誇る偉人「芦東

山」の「末裔」を調査し、芦東山の偉業や人柄にも改めて想いを馳せてみます。

※記載内容はあくまでも当センター独自調査の結果です。
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動

東山東山東山東山はははは28282828歳歳歳歳のののの時時時時にににに登米郡米谷登米郡米谷登米郡米谷登米郡米谷((((現宮城県登米市東和町米谷現宮城県登米市東和町米谷現宮城県登米市東和町米谷現宮城県登米市東和町米谷))))のののの給人領主高泉家給人領主高泉家給人領主高泉家給人領主高泉家のののの侍侍侍侍

医医医医・・・・飯塚葆庵飯塚葆庵飯塚葆庵飯塚葆庵のののの娘娘娘娘「「「「チョウチョウチョウチョウ」」」」とととと結婚結婚結婚結婚。幽閉前後に５５５５人人人人のののの子子子子どもどもどもどもをもうけますが、幽

閉先で１１１１男男男男３３３３女女女女をををを失失失失いいいいます。次女次女次女次女のののの「「「「サクサクサクサク」」」」がががが家系図上家系図上家系図上家系図上ではではではでは唯一唯一唯一唯一のののの成人成人成人成人したしたしたした子子子子です

が、サクは下女・益との子であったとか。

サクは、仙台藩儒員の畑中太忠のもとに嫁ぎ、４人の子(東山直系の孫)に恵まれ

ます。そのうち、次男にあたる白華が５人の子(直系のひ孫)に恵まれ、次男の尚甫

には２女(直系の玄孫)が。長女は６歳で亡くなっていますが、次女の子((((直系直系直系直系のののの来来来来

孫孫孫孫))))がテフであることまではがテフであることまではがテフであることまではがテフであることまでは追跡追跡追跡追跡できていますできていますできていますできています。テフは花巻花巻花巻花巻にににに嫁嫁嫁嫁ぎぎぎぎ、、、、晩年晩年晩年晩年はははは奥州奥州奥州奥州にににに居居居居

たたたたとされていますが(昭和９年79歳で逝去)、残念ながらテフテフテフテフ以降以降以降以降のののの東山直系子孫東山直系子孫東山直系子孫東山直系子孫((((例例例例

えばテフのえばテフのえばテフのえばテフの子子子子＝＝＝＝直系直系直系直系のののの昆孫昆孫昆孫昆孫などなどなどなど))))についてはについてはについてはについては、、、、現段階現段階現段階現段階ではではではでは資料資料資料資料等等等等がががが見見見見つかっていませつかっていませつかっていませつかっていませ

んんんん(それぞれの時代にお妾さんがいて、そこに子どもがいた可能性もありますが、そ

うした記録は残されていない)。つまり直系の子孫の現在は不明……。

ですが、生家生家生家生家はははは守守守守られていますられていますられていますられています。６人兄弟(義兄を入れると７人)の３男である東

山。生家生家生家生家((((岩淵家岩淵家岩淵家岩淵家))))のののの屋号屋号屋号屋号はははは「「「「深芦深芦深芦深芦」」」」でででで、、、、長男長男長男長男のののの作左衛門作左衛門作左衛門作左衛門((((作兵衛作兵衛作兵衛作兵衛))))がががが継承継承継承継承し、東山が

渋民村に戻った時には、その子(東山の甥)である宇(夘)左衛門が当主であり渋民村肝

入を務めていました。彫刻家として著名だった宇左衛門のひ孫・正太郎正太郎正太郎正太郎がががが、、、、岩淵岩淵岩淵岩淵かかかか

らららら「「「「芦芦芦芦」」」」にににに苗字苗字苗字苗字をををを変変変変ええええ、そこから６代を経て(正太郎→作左衛門→宇(夘)一郎→己之

七郎→習一→昇→正八)現在現在現在現在はははは芦全芦全芦全芦全さんがさんがさんがさんが東山生家東山生家東山生家東山生家のののの家督家督家督家督をををを継継継継いでいるいでいるいでいるいでいるのです。

｜｜｜｜芦東山記念館芦東山記念館芦東山記念館芦東山記念館(一関市大東町渋民字伊勢堂71-17) TEL：0191-75-3861

東山の生涯と業績を映像やグラフィックを使って分かりやすく展示。周辺には、芦東山の

生家や墓地、終焉の地などゆかりの地が10か所ほど点在し、室根山を眺めながら、気持ち

の良い散策も楽しめる。芦東山先生顕彰会によって設置された看板もある。

＜取材協力＞

芦東山記念館 学芸員 小味浩之氏 /芦東山記念館 専門学芸調査員 張基善氏

＜参考文献＞

芦文八郎（1995）『生誕三百年記念 蘆東山先生傳』/  大藤修（2012）『仙台藩儒学者芦

東山の生涯と関係史料の伝来・構成：付「芦東山記念館所蔵史科目録」』 / 芦東山著・橘

川俊忠校訂（1998）『芦東山日記』
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『無刑録』は、刑の根本について説いた「刑本」

から、過度な刑政を戒めた「濫縦」まで14編の構成。

中国の古典から刑罰思想に関する記述を抜粋し、

中国諸家の解釈を紹介して東山の見解を加えたもの。

書名の「無刑」は、中国の「書経(尚書)」にでる

「刑期于無刑(刑は刑なきを期す)」からとった言葉。

「「「「刑罰刑罰刑罰刑罰はははは、、、、刑罰刑罰刑罰刑罰がががが無無無無くてもくてもくてもくても犯罪犯罪犯罪犯罪

がががが発生発生発生発生しないしないしないしない理想理想理想理想のののの世世世世をををを実現実現実現実現すすすす

るためのものるためのものるためのものるためのもの」」」」という東山の思

いが込められている。

※報復に主眼を置いた当時の

報復刑論に対し、東山東山東山東山はははは人々人々人々人々のののの

教育教育教育教育のののの充実充実充実充実をををを強調強調強調強調したしたしたした教育刑論教育刑論教育刑論教育刑論

をををを唱唱唱唱えたえたえたえた。。。。

無無無無 刑刑刑刑 録録録録
芦芦芦芦 東東東東 山山山山

・元禄９年(1696)、渋民村渋民村渋民村渋民村のののの肝入肝入肝入肝入・・・・岩淵卯左衛門岩淵卯左衛門岩淵卯左衛門岩淵卯左衛門のののの

次男次男次男次男として生まれる。本名本名本名本名はははは岩淵幸七郎岩淵幸七郎岩淵幸七郎岩淵幸七郎。

・祖父の岩淵作左衛門が、熱心に東山を教育。その

学才を見抜いた祖父により、７歳で奥州市水沢の正

法寺の住職定山良光のもとに弟子入りした東山は、

仏書だけでなく儒書にも詳しかった

定山から儒教儒教儒教儒教の古典である「孝経」

を学んだ。

・15歳で仙台藩の儒学者・田辺整斎

の門弟に。26歳で仙台藩の儒員に

なり江戸参勤の御供となった際、

室鳩巣の門下生となったことで

朱子学朱子学朱子学朱子学へ傾倒、朱子学重視の考え

方がその後の幽閉へとつながる。

末末末末裔裔裔裔
フフフフアアアアイルイルイルイル1 芦東山芦東山芦東山芦東山 芦芦芦芦 全全全全さんさんさんさん

近代日本刑法近代日本刑法近代日本刑法近代日本刑法のののの原点原点原点原点をつくったをつくったをつくったをつくった
芦東山実兄芦東山実兄芦東山実兄芦東山実兄のののの子孫子孫子孫子孫

※１

※１ 長男は若くに死亡、長女・次女は誕生年までは把握できているものの、その後の成長過程や結婚・子どもの有無、

没年等は現段階では調査が進められていない。

インタビューインタビューインタビューインタビュー

芦東山芦東山芦東山芦東山のののの末裔末裔末裔末裔へへへへ

◆◆◆◆生家生家生家生家はははは東山東山東山東山のののの住住住住んでいたんでいたんでいたんでいた頃頃頃頃のままのままのままのまま？？？？

―――― 生家生家生家生家はははは約約約約40404040年前年前年前年前にリフォームしているがにリフォームしているがにリフォームしているがにリフォームしているが、、、、雨戸雨戸雨戸雨戸はははは昔昔昔昔のままとのままとのままとのままと聞聞聞聞いているいているいているいている。。。。ただしただしただしただし、、、、東山東山東山東山がいたときがいたときがいたときがいたとき

のままかとのままかとのままかとのままかと言言言言うとうとうとうと不明不明不明不明であるであるであるである。。。。屋根屋根屋根屋根はははは35353535年前年前年前年前にににに、、、、かやぶきかやぶきかやぶきかやぶき屋根屋根屋根屋根からトタンからトタンからトタンからトタン屋根屋根屋根屋根にににに変変変変えたえたえたえた。。。。

当時当時当時当時、、、、家家家家のののの敷地敷地敷地敷地はぐるりとはぐるりとはぐるりとはぐるりと囲囲囲囲いがあったといがあったといがあったといがあったと聞聞聞聞くがくがくがくが私私私私がががが生生生生まれたときにはこのまれたときにはこのまれたときにはこのまれたときにはこの状態状態状態状態（（（（囲囲囲囲いはなしいはなしいはなしいはなし））））であるであるであるである。。。。

ここからここからここからここから見見見見えるえるえるえる室根山室根山室根山室根山はきっとはきっとはきっとはきっと東山東山東山東山もももも見見見見ていたことていたことていたことていたことでしょうでしょうでしょうでしょう。。。。

◆◆◆◆ごごごご自宅自宅自宅自宅にににに東山東山東山東山ゆかりのゆかりのゆかりのゆかりの品品品品やややや遺品等遺品等遺品等遺品等があるがあるがあるがある？？？？

―――― 全全全全てててて芦東山記念館芦東山記念館芦東山記念館芦東山記念館にににに寄贈寄贈寄贈寄贈・・・・管理管理管理管理してもらっているのでしてもらっているのでしてもらっているのでしてもらっているので、、、、自宅自宅自宅自宅にはありませんにはありませんにはありませんにはありません。。。。

※記念館ができるまでは生家で『無刑録』の原本などを保管していたが、明治期に分家した「伊勢堂」の

祥平が他の分家や諸家に伝来していた東山関係資料を収集、遺稿集の編集に取り組んだ。

さらに伊勢堂４代目の芦文八郎（平成29年逝去）が昭和58年、自宅に「芦東山先生記念館」を創設、

資料等の保存・公開をした。現在の芦東山記念館は、芦文八郎氏がそれらの資料を当時の大東町に

寄贈したことを機に、平成19年に開館。

◆◆◆◆末裔末裔末裔末裔としてのとしてのとしてのとしての苦労苦労苦労苦労などはなどはなどはなどは？？？？

―――― 私私私私がががが21212121歳歳歳歳のののの時時時時にににに父父父父（（（（正八正八正八正八））））がががが亡亡亡亡くなったためくなったためくなったためくなったため、、、、東京東京東京東京からからからからＵＵＵＵターンしターンしターンしターンし、、、、そのそのそのその後後後後はははは祖父祖父祖父祖父からからからから様々教様々教様々教様々教

えられながらえられながらえられながらえられながら、、、、生家生家生家生家としてとしてとしてとして、、、、末裔末裔末裔末裔としてのとしてのとしてのとしての役目役目役目役目をををを果果果果たしているがたしているがたしているがたしているが、、、、苦労苦労苦労苦労はははは特特特特にないにないにないにない。。。。

祖父祖父祖父祖父からはからはからはからは小小小小さいさいさいさい時時時時からからからから「「「「東山東山東山東山にににに勉強勉強勉強勉強をををを教教教教えてもらうためにいろんなえてもらうためにいろんなえてもらうためにいろんなえてもらうためにいろんな人人人人がこのがこのがこのがこの家家家家にににに来来来来たのだたのだたのだたのだ」」」」といといといとい

うううう話話話話やややや、「、「、「、「芦東山芦東山芦東山芦東山のののの信念信念信念信念やややや生涯生涯生涯生涯、、、、芦東山芦東山芦東山芦東山のののの生家生家生家生家であることであることであることであること、、、、自分自分自分自分はそのはそのはそのはその家家家家のののの長男長男長男長男・・・・家督家督家督家督であるこであるこであるこであるこ

とととと」」」」をををを教教教教えられていたのでえられていたのでえられていたのでえられていたので、、、、小学校小学校小学校小学校にににに上上上上がるころにはがるころにはがるころにはがるころには、、、、それをそれをそれをそれを理解理解理解理解しししし誇誇誇誇りにりにりにりに思思思思っていたっていたっていたっていた。。。。

高校生高校生高校生高校生のののの時時時時はははは、、、、歴史歴史歴史歴史にににに精通精通精通精通したしたしたした先生方先生方先生方先生方がががが自宅自宅自宅自宅をををを訪問訪問訪問訪問してくるなどしてくるなどしてくるなどしてくるなど、、、、恥恥恥恥ずかしいなとずかしいなとずかしいなとずかしいなと（（（（年頃年頃年頃年頃だしだしだしだし））））感感感感

じたことはあったじたことはあったじたことはあったじたことはあった。。。。またまたまたまた、、、、裁判官裁判官裁判官裁判官やややや警察署長警察署長警察署長警察署長などのおなどのおなどのおなどのお偉偉偉偉いさんがいさんがいさんがいさんが家家家家をををを訪訪訪訪ねてねてねてねて来来来来ることがありることがありることがありることがあり、、、、さすがさすがさすがさすが

にににに緊張緊張緊張緊張するするするする。。。。一般一般一般一般のののの人人人人でもでもでもでも「「「「芦家芦家芦家芦家のののの生家生家生家生家をををを見見見見たいたいたいたい」」」」とバイクやとバイクやとバイクやとバイクや車車車車でででで庭庭庭庭にににに上上上上がってくることがありがってくることがありがってくることがありがってくることがあり、、、、対対対対

応応応応はするがビックリしてしまうはするがビックリしてしまうはするがビックリしてしまうはするがビックリしてしまう。。。。

◆◆◆◆ズバリズバリズバリズバリ次次次次のののの後継者後継者後継者後継者はははは？？？？

―――― 息子息子息子息子がががが３３３３人人人人いるいるいるいる。。。。誰誰誰誰がががが継継継継ぐかはわからないがぐかはわからないがぐかはわからないがぐかはわからないが、、、、誰誰誰誰かはかはかはかは継継継継いでくれるといいなといでくれるといいなといでくれるといいなといでくれるといいなと期待期待期待期待していますしていますしていますしています。。。。

芦芦芦芦全全全全（（（（あしあしあしあしぜんぜんぜんぜん）：）：）：）： 昭和昭和昭和昭和36363636年生年生年生年生まれまれまれまれ。「。「。「。「深芦深芦深芦深芦」」」」のののの芦家芦家芦家芦家14141414代目代目代目代目。。。。芦東山芦東山芦東山芦東山のののの実兄実兄実兄実兄のののの子孫子孫子孫子孫でありでありでありであり、、、、芦東山芦東山芦東山芦東山のののの生家生家生家生家のののの家督家督家督家督。。。。職業職業職業職業はははは会社員会社員会社員会社員。。。。
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調査の過程で整理した芦東山の生涯や無刑録に関する調査メモは、当センターホームページにて公開しています

現在の芦東山生家。東山の父は渋民村

の肝入でもあり、その後も代々肝入を

務めた由緒ある家。リフォームはされ

ているが、場所は変わっていない。

芦東山記念館にある「掬水(きくすい)の丘」

から望む室根山。生家はすぐ近くにあり、

芦東山もこうした風景を眺めたのでは。

掬水の丘には東山の祖父の墓碑がある。

芦東山記念館館内


